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Ⅰ 本論⽂の構成 

 本論⽂は、越境する中国のデジタル・メディア・プラットフォームが、在⽇中国⼈ディアスポラに

どのように利⽤され、その利⽤から彼らがどのような影響を受けているのかを、メディア地理学の視

点を⼟台に明らかにしようとしている。著者は、メディアと場所の相互作⽤およびメディアによる場

所の⽣成に関する主要な学説について解説し、関連先⾏研究の綿密なレビューを⾏った上で、在⽇中

国⼈ディアスポラを取り巻くメディア環境の変容、その中で⾏われている⺟国メディア利⽤実践の諸

相、そして社会階層の格差による差異を明らかにする３つの研究課題を設定し、５つの実証研究に取

り組んでいる。研究の結果、在⽇中国⼈ディアスポラは、エスニック・メディアやホスト社会メディ

アが果たしてきた多くの機能を越境する⺟国メディアに代替させるとともに、仮想的に拡張された

「領⼟」としての⺟国メディア上で、ディアスポラとしての境界的アイデンティティを絶えず（再）

確認しながら、⺟国によるガバナンスを内在化した「ディアスポラの場所」を併存させていることを

⽰している。 
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 本論⽂の構成は以下の通りである。 

 

序章 研究背景と⽬的 

第１節 はじめに 

第２節 本研究の研究対象 

第３節 ディアスポラのメディア利⽤にまつわる諸概念と本研究における分類 

 

第⼀部 理論篇 

 

第１章 本研究の分析視座と理論的枠組み 

第 1 節 分析視座としてのメディア地理学 

第２節 メディアと場所の関係に関するメディア地理学の諸主張とその限界 

第２章 ディアスポラのメディア利⽤と影響に関する研究動向と課題 

第１節 ディアスポラのメディア利⽤と影響に関する先⾏研究 

第２節 問題の所在 

第３章 研究空⽩を埋めるための分析視座 

第 1 節 利⽤者側の視点からの理論的視座 

第２節 プラットフォーム側の視点からの理論的視座 

第４章 分析枠組みとしての「利⽤と満⾜」 

 第１節 「利⽤と満⾜」というアプローチ 

第２節 ディアスポラのメディア利⽤における「利⽤と満⾜」の応⽤ 

第３節 研究空⽩と本研究における「利⽤と満⾜」の応⽤ 

 

第⼆部 研究設計 

 

第５章 調査概要 

第 1 節 本研究の課題と研究設計 

第 2 節 各章の研究⽅法 

第 3 節 倫理的対応 

 

第三部 実証篇 
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第６章 デジタル時代における在⽇中国⼈ディアスポラのメディア環境の変化―在⽇中国⼈向 

けエスニック・メディアの変容を⼿がかりに 

第１節 デジタルメディア時代における⺟国メディアの越境・利⽤とその影響 

第２節 在⽇中国⼈向けエスニック・メディアに関する研究―改⾰開放から 21 世紀初頭ま

で 

第３節 研究⽅法 

第４節 2004 年以降の在⽇中国⼈向けエスニック・メディアの変遷：マスメディアから「⾃

媒体」へ 

第５節 在⽇中国⼈向けエスニック・メディアの現在：⾃媒体「東京新⻘年」を事例に 

第６節 エスニック・メディアの⺟国メディア化傾向 

第７節 ⼩括 

第７章 在⽇中国⼈ IT 技術者の⺟国メディア利⽤とその影響 

第１節 研究⽅法 

第２節 在⽇中国⼈ IT 技術者の⺟国メディア利⽤⾏動と動機 

第３節 在⽇中国⼈ IT 技術者の⺟国メディア利⽤⾏動と動機の変容 

第４節 ホスト社会と異質共存の社会空間としての⺟国メディア 

第５節 ⼩括 

第８章 在⽇中国⼈技能実習⽣の⺟国メディア利⽤とその影響――IT 技術者との⽐較 

第 1 節 調査１：在⽇中国⼈技能実習⽣の⺟国メディア利⽤に関するインタビュー調査 

第２節 調査２：在⽇中国⼈技能実習⽣と IT 技術者による⺟国メディアの⽣産型利⽤の⽐較

分析 

第 5 節 ⼩括 

第９章 交渉の場としての⺟国メディア①：在⽇中国⼈網紅の創造的戦略 

第１節 研究⽅法 

第２節 在⽇網紅の概観とその特徴 

第３節 メディア戦略としてのアイデンティティ・パフォーマンスとデジタル場所創造 

第４節 ⺟国メディアが網紅のメディア実践に与える影響 

第５節 ⼩括 

第１０章 交渉の場としての⺟国メディア②：⽂化的魅⼒とナショナリズムの狭間で在⽇中 

国⼈網紅が描く⽇本像 

第 1 節 先⾏研究 

第 2 節 研究⽅法と研究問題 
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第 3 節 在⽇中国⼈網紅が制作した動画の特徴 

第 4 節 在⽇中国⼈網紅が描いた⽇本イメージと視聴者の解読 

第 5 節 ⺟国メディアの⾔論環境からの影響 

第 6 節 ⼩括 

第１１章 総合的考察と結論 

第 1 節 研究課題への応答 

第２節 ⺟国メディアにおける多国場所の併存と戦略的⺟国依存 

第 3 節 本研究の限界と将来の展望 

 

Ⅱ 本論⽂の概要 

 序章では、在⽇中国⼈の⽣活環境およびメディア環境の変化、そしてホスト社会である⽇本の主流

メディアにおける疎外・周縁化という状況の中で、彼らの⺟国メディア利⽤の⽬的および動機を分析

し、その過程で受ける⺟国メディアからの影響について実証的に考察するという本研究の⽬的が述べ

られる。合わせて本研究の対象である中国⼈ディアスポラにまつわる諸概念の定義が確認され、在⽇

中国⼈ディアスポラの⼈⼝動態および⺟国メディアとエスニック・メディア利⽤の歴史が簡潔に整理

される。続いて、ディアスポラが利⽤可能なメディア資源を類型化し、各メディア類型の概念を確認

することで、第１章以降の議論を展開するための概念整理が⾏われる。 

 第１章では、ディアスポラにとっての「場所」の重要性、および場所とメディアの相互規定という

２つの側⾯から、メディア地理学を分析視座として採⽤することの妥当性が述べられる。ディアスポ

ラの場所への関与は、「故郷」と「異郷」との間の地理的移動に現れるだけでなく、移動に起因する

⽣活環境やライフスタイルの変化、それに伴う場所の認識や帰属意識、さらにはアイデンティティの

（再）構築にまで及ぶ多層的な影響を包含しており、ディアスポラという概念を使うこと⾃体に、

「場所」というパースペクティブが本質的に内在していることが指摘される。⼀⽅で、彼らにとって

の「場所」の意味は、もはや物理的空間の移動や地理的な位置にのみ依存するのではなく、情報の流

動やメディア消費を通じて絶えず媒介され、再構築されていくことが主張され、メディアと場所の関

係を考察するメディア地理学の視点が本研究の⼟台になることが⼒説される。 

 このような前提に基づき、主要なメディア地理学者の主張とその限界が検討される。場所や空間を

規定のものと捉え、それとメディアとの相互規定をモデル化したPaul Adamsの４象限モデルから出

発し、場所の境界に⽳を開け、そこに別の場所をつなぐメディアの役割を指摘したDoreen Masseyの

場所の多孔性論、メディアの利⽤によってある場所の中に新しい社会的空間が現出されることを論じ

たFoernasの主張などを経由して、本研究では、メディアが物理的場所の中に別の場所を⽣成させ、

それらの場所を同時に存在させるというShaun Mooresの「場所の⼆重化」論の視点に⽴つこと、そ
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して、Mooresの議論をディアスポラの⽂脈に適⽤し、ディアスポラの⺟国メディア利⽤がホスト社

会に象徴的・⽂化的な⺟国の「領⼟」を拡張させ、ディアスポラの想像的な「帰還」を促しているこ

とを提唱した李光鎬の「メディア領⼟説」を継承することが述べられる。 

 しかし、既存のメディア地理学の知⾒は、そのほとんどが、メディアの消費的利⽤を想定して打ち

出されたもので、今⽇のデジタル・メディア環境における⽣産的利⽤やそのコンテンツ⽣産構造にお

ける脱中⼼化、脱権威化の状況に対処しきれないこと、また、従来のマスメディアとは違って、⺟国

のプラットフォーム型メディアが象徴的領⼟性を備えるようになるメカニズムが変容していることが、

既存の学説の限界点として論述される。 

 第２章では、ディアスポラのメディア利⽤とその影響に関する先⾏研究が、序章の第３節で整理さ

れたメディア資源の類型に従って、⺟国メディア、エスニック・メディア、ホスト社会メディア、グ

ローバル・メディアの順で検討され、それぞれのメディア利⽤パターン、利⽤動機、利⽤による影響

についての膨⼤な分析結果が、⼿際よく整理され、⽐較される。 

 その上で、これらの先⾏研究から得られた知⾒は、中国⼈ディアスポラが置かれているメディア環

境の再編、分析対象としているメディア実践の範囲、ディアスポラの多様性（特に、社会階層の側⾯

における差異）を⼗分に考慮しておらず、中国⼈ディアスポラのメディア利⽤動態に対する解釈⼒が

次第に弱まってきていることが問題として提起される。 

 第３章では、第２章で提起された問題に対応するための補完的視座として、さらなる先⾏研究が検

討される。まず、ネット・インフルエンサーという⽣産的メディア実践の主体についての研究が、主

に網紅（Wanghong：ネット・インフルエンサーを意味する中国語）のアカウント運⽤戦略を中⼼に

検討される。特に、コンテンツの安全性と持続可能性を維持しつつ、認知度の向上と収益の最⼤化を

図るために⽤いられる戦略としてのアイデンティティ・パフォーマンスとデジタルな場所感の創出(d

igital placemaking)が重点的に論じられる。また、オンライン⾃⼰呈⽰についての研究もディアスポ

ラの⽣産的メディア実践の諸側⾯、特に⺟国メディア上におけるディアスポラの⾃⼰呈⽰を分析する

ために参照される。さらに、社会階層によるメティス実践の差異を捉えるために、デジタル・デバイ

ドに関する先⾏研究の知⾒が導⼊される。特に、メディアへのアクセスやコンテンツの選択に関する

従来の格差論に加え、社会階層の差異がプラットフォーム構造と利⽤者との間に異なる相互作⽤を引

き起こすことを喝破した「クリエイティブ・クラス」(creative class)概念の有効性が強調される。 

 このような利⽤者側の要因に続いて、アルゴリズムによるインセンティブやペナルティ、デジタ

ル・クリエイティブ産業の発展という経済的⽬標とともに、政治イデオロギーや社会的なガバナンス

の要請に呼応する国家統制が、プラットフォーム側の要因として検討される。また、ディアスポラが

⺟国メディア上に⽣成する「異⽂化」が引き起こす⺟国⽂化への挑戦や侵⾷、境界の曖昧化による緊

張や対⽴に付随して発露されるネット・ナショナリズムの要因も重視される。 
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 第４章では、メディアの利⽤動機に関する伝統的な分析枠組みである「利⽤と満⾜」のアプローチ

について、その基本的な仮定とこれまでの研究の流れが、いくつかの時代区分に沿って簡潔に整理さ

れる。また、このアプローチをディアスポラのメディア利⽤に適⽤した研究が、消費型と⽣産型に分

類され、⽣産型の利⽤に関する利⽤動機の研究が極めて限られていることが端的に⽰される。 

 第5章では、第2章で指摘されたディアスポラの⺟国メディア利⽤に関する研究の空⽩に対応する形

で、本研究における3つの研究課題が改めて明⽰される。すなわち、デジタル時代の到来以降、在⽇

中国⼈ディアスポラを取り巻くメディア環境はどのように変容してきたのか（研究課題1）、 デジタ

ルメディア環境において、在⽇中国⼈ディアスポラは⺟国メディアをいかに利⽤し、どのような動機

づけのもとで実践しているのか、また、そのメディア利⽤の過程でどのような影響を受けているのか

（研究課題2）、 異なる社会階層は、⺟国メディアの利⽤⾏動や利⽤動機、メディアから受ける影響

にどのような差異をもたらすのか（研究課題3）という問いが提起され、それぞれの問いに対する研

究の具体的な対象、⽅法、および研究倫理上の対応が詳細に述べられるとともに、各研究における発

⾒や分析の結果が実証編の第6章〜第10章においてどのような構成で記述されるかが体系的に⽰され

る。 

 第6章では、過去約 20年間における在⽇中国⼈向けエスニック・メディアの変容と、越境する⺟国

メディアがその変容過程に与えた影響が史資料や関係者へのインタビューなどを元に論証される。結

果的に、中国のプラットフォームを活⽤する「⾃媒体」（⼩規模のインターネット・ニュースチャン

ネル）が、エスニック・メディアの主役に躍り出る⼀⽅、紙の新聞やテレビはメディアとしての機能

が著しく低下し、在⽇中国⼈社会の歴史の証としての象徴的な機能のみに縮⼩していることが指摘さ

れる。また、⾃媒体の特徴と社会的機能を分析するために、在⽇中国⼈社会で最も利⽤されている

「微信」（Wechat）の公式アカウント「東京新⻘年」を事例とした分析が⾏われ、このような新し

いエスニック・メディアが、政治や社会に関する報道の⾯では⺟国メディアの強硬な対⽇姿勢に同調

しながらも、⽇本の製品やデザインの優秀性を宣伝し、物販につなげることで収益を上げようとして

いることが明らかにされる。このような⾃媒体の戦略は、エスニック・メディアが⺟国のプラットフ

ォームと形態的・機能的に融合することに由来するもので、本論⽂はこの現象を「エスニック・メデ

ィアの⺟国メディア化」と定義づける。 

 第７章では、在⽇中国⼈ IT 技術者を対象にした⺟国メディア利⽤についてのインタビュー調査の

結果が、「利⽤と満⾜」の枠組みに沿ってまとめられる。ここでは、彼らの⺟国メディアへの強い依

存傾向が確認されるとともに、先⾏研究でも繰り返し指摘されてきた「共感と帰属意識」、「中国事

情への関⼼」、「⺟国、⺟国語への愛着」などの他に、「効率欲求」、「客観性の追求」という2つ

の動機が新たに⾒出されたことが報告される。この２つの利⽤動機は、近年における中国 IT 業界の

急成⻑や技術者の⾼学歴化という新華僑の内部構造の変化に連動しているものと理解される。また、
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この調査を通じて、⺟国メディアは、⺟国⽂化の呈⽰機能の他に、ディアスポラを連結する社会空間

の形成機能を有すること、在⽇中国⼈IT技術者たちは、⺟国⽂化を享有しながらホスト社会の機能的

資源を活⽤する「異質共存」を望んでいることが⾒出される。 

 第8章では、在⽇中国⼈技能実習⽣とIT技術者の⺟国メディアの利⽤実態が、消費型利⽤と⽣産型

利⽤の両側⾯で⽐較分析され、影響要因としての社会階層の重要性が実証される。特に、社会階層は

単に個⼈的選好に影響を与える前提条件なのではなく、動機⽣成のプロセスに深く関与し、利⽤者の

能動性を規定していることが⾒出される。出稼ぎ労働者という⾝分、低い⽇本語能⼒、不安定な法的

地位などにより、技能実習⽣たちには、⺟国メディア以外の多様なメディア・コンテンツの選択が制

限されること、⺟国メディアの利⽤においても、援助要請や⾃⼰防御的な⾏動が優勢になることが⽰

され、メディアの利⽤⾏動およびその動機が、社会階層と権⼒関係の相互作⽤の産物であることが⽰

唆される。 

 第9章では、在⽇中国⼈の網紅（ネット・インフルエンサー）による⺟国SNSの利⽤実態と、⺟国

メディア環境から⽣じる圧⼒が彼らのコンテンツ制作および⾃⼰呈⽰にどのような影響を与えている

かが分析される。海外で活動する網紅は、経済的には主に中国国内の広告主に依存しているため、⺟

国SNSはIP（知的財産）を構築し、視聴者を獲得するための主要な舞台となっている。網紅たちは、

「⽇本」に結びつく場所感覚の醸成とアイデンティティ・パフォーマンスを通じて、中国国内の視聴

者との間で⽣じ得るアイデンティティの衝突を回避しながら感情的な繋がりを築き、他の網紅との差

別化を図っていることが発⾒される。さらに本章では、従来の「利⽤と満⾜」アプローチでは注⽬さ

れてこなかった、可視性のアルゴリズムや収益化機能といったプラットフォームの技術的アフォーダ

ンスが、利⽤者のメディア利⽤⾏動を規定していることが指摘される。 

 第10章では、在⽇中国⼈網紅の投稿に対する動画共有サイトの視聴者の解釈が分析の対象とされ、

⺟国メディアの⾔論環境（とりわけネットナショナリズム的⾔説）がいかに網紅のコンテンツ制作に

影響を及ぼしているかが検討される。分析の結果、⽇本社会に対する評論的なコンテンツに対しては、

網紅の主張に同調する解釈が多数を占め、網紅の語りと相まって、否定的な⽇本像が⽀配的になるこ

とが明らかにされる⼀⽅で、肯定的な⽇本像を描く⽂化体験型のコンテンツにおいては、⽇本に対す

る共感や憧憬といった⼀種の「場所感覚」が視聴者の間で喚起されやすいことが⽰される。このよう

にジャンルごとに偏って現れる⽇本像からは、ディアスポラによる場所の⽣成に⺟国メディアの「場

の⼒」が強く作⽤していること、⺟国とディアスポラの場所の「併存」には権⼒のヒエラルキーが存

在していることが読み取れると著者は結論づける。また著者は、本章で得られたこのような結論は、

在⽇中国⼈向けのエスニック・メディアにおいても頻繁に描かれる「政治的には脆弱で不安定な国家」

という⽇本イメージと「技術的には洗練された⾰新国家」としての⽇本イメージにも呼応しており、

中国のメディアが⽇本問題を扱う際に取られる⼀般的なスタンスにも酷似していると指摘する。 
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 第11章では、実証編における分析結果を踏まえ、第5章で明⽰した３つの問いに対する回答を、以

下のようにまとめている。 

 １．情報通信技術の進展とともに築かれたデジタルメディア環境は、在⽇中国⼈ディアスポラのメ

ディア利⽤構造に⼤きな変化をもたらし、越境する⺟国メディアが、従来のエスニック・メディアと

ホスト社会メディアによって構成されてきた⼆元的なメディア環境に取って代わり、主要な利⽤対象

となっている。⺟国メディアの利便性や⽂化的親和性により、本来はエスニック・メディアが担って

いた機能や内容が⺟国メディアへと取り込まれ、エスニック・メディアの「⺟国メディア化」が進ん

でいる。在⽇中国⼈ディアスポラは、⺟国メディアに強く依存しているため、そのメディア利⽤⾏動

は、⺟国メディアの制度や規範、⾔論秩序によって規律・制限される。⾼度にナショナリズム的な⾔

論環境においては、⾃らの発⾔が攻撃の対象とならないよう表現内容に対して⾃⼰検閲や調整を⾏わ

ざるを得ない。特に、個⼈アカウントを運営する網紅にとっては、アカウントの⻑期的な存続や可視

性、コンテンツの安全な拡散を確保するために、情報発信のテーマ選定や⾔語表現において、より⼀

層慎重な対応が求められる。このように、かつてエスニック・メディアの中で享受されていた⽐較的

⾃由な⾃⼰表現の空間は⼤きく収縮し、⾔論環境の規律化が進⾏している。たとえ物理的には「領⼟

外」に位置していたとしても、「⺟国的なメディア秩序」に包摂されていく傾向が⾒られる。 

 ２．マクロな次元において、⺟国メディアは、⺟国の⽂化や精神的価値を提⽰することで、地理的

に分散する中国⼈ディアスポラ同⼠を象徴的に結びつけ、物理的境界を越えた社会的空間の構築を可

能にしている。これにより、在⽇中国⼈は⽇本社会への積極的な同化を通じて承認を得る必要がなく、

⽂化的には⺟国への帰属を維持しつつ、機能的にはホスト社会の資源に依存するという、⽂化と機能

が分離された「異質共存」の状態を形成している。ミクロな次元においては、特に⽣産型メディア利

⽤に関して、⽇本在住の中国⼈が⾏う投稿の内容や表現スタイル、語りの枠組み、⾃⼰呈⽰の⽅法、

さらには他者との相互作⽤のあり⽅に⾄るまで、⺟国メディアに内在する制度的規範や⽂化的特徴、

イデオロギー的傾向といった複合的要素が深く関与し、彼らのメディア実践を⽅向づけている。在⽇

網紅は、中国におけるネットナショナリズムの⾼まりを背景に、⽇本に関するコンテンツを発信する

際、常に⾔論環境やフォロワーの反応を意識し、表現の調整を余儀なくされる状況にある。アイデン

ティティの提⽰においても、彼らは、「在⽇中国⼈」という⽴場が優越性の表象として受け取られる

ことを避けるため、あえて「中国⼈」として⾃らを再定義する戦略的なアイデンティティ・パフォー

マンスを⾏っている。さらに、ホスト国の政治・経済・社会に関する批判的な内容は積極的に発信す

る⼀⽅で、⽂化的・美的でポジティブな側⾯については、「場所感覚」を婉曲に表現する間接的な⼿

法を⽤い、商業的成功と社会的承認の両⽴を志向するメディア実践を展開している。 

 ３．社会階層という要因は、⺟国メディアの利⽤パターン、動機の⽣成メカニズム、そして影響の

過程に⼤きく関与している。社会階層の異なる集団間に、表⾯的には類似した利⽤傾向が⾒られると



9 

しても、具体的な実践⽅法や利⽤動機においては実質的な差異が存在する。技能実習⽣の事例に⽰さ

れているように、彼らにとっての「選択」は、⾃由意志の発露ではなく、法的地位、⽂化資本、経済

的脆弱性といった構造的制約のもとでの「受動的な適応」である。メディア利⽤における能動性は、

それ⾃体が階層化された資源なのである。 

 ただし、在⽇中国⼈ディアスポラの⼈々が、⺟国メディアという仮想的に拡張された「⺟国の領⼟」

に深く包みこまれている現状は、受動的な依存として受け取るべきではなく、⽂化的帰属意識や他者

からの承認の確保、可視性の獲得が満たしてくれる経済的合理性などの複数の欲求の間で揺れ動きな

がら、それらを折衷した「戦略的な選択」であると主張される。また、そのような選択の産物として

⺟国メディア上には無数のディアスポラの場所が⽣成され、⺟国メディアは、もはや⺟国の表象をデ

ィアスポラの地理的場所にまで拡張させる象徴的・⽂化的領⼟にとどまるのではなく、ディアスポラ

が⽣成する場所をも包摂し、⺟国と併存させる空間になるが、このような場所⽣成実践には、それぞ

れのホスト社会との外交関係、歴史的記憶、制度的枠組み、⽂化的背景などの違いによって常に交渉

や調整が⾏われるため、「併存する場所」、すなわち、⺟国の場所とディアスポラの場所との間、そ

して様々なディアスポラの場所の間には、明確なヒエラルキーが存在し、⺟国メディアという空間⾃

体が「権⼒の幾何学」を体現していると、著者は結論付ける。 

 

Ⅲ 本論⽂の評価 

 本論⽂は以下の点で評価できる。 

 第⼀に本論⽂は、エスニック・メディア、ホスト社会メディア、⺟国メディアのコンテンツ消費が

もたらすディアスポラの場所経験やアイデンティティ意識、適応への影響に集中してきたこれまでの

研究を、いくつもの⽅向で拡張させる⼤きな貢献を果たしている。その⼀つは、ディアスポラによる

発信やコンテンツの⽣産へと研究対象を広げたことで、⺟国メディアがディアスポラにとって「参加

の空間」として位置づけられ、⺟国の⼈々や他のホスト社会に居住するディアスポラとの間で⽣まれ

る様々なダイナミクスが新たな研究の地平に取り込まれたことである。これまでもディアスポラによ

る⺟国のWebサイトやグローバルなソーシャルメディアの利⽤についての研究はいくつも⾏われてい

るが、本論⽂は、ディアスポラが運営主体となるネット・ニュースのチャンネルやネット・インフル

エンサーなどのコンテンツ⽣産者にも焦点を合わせることで、⾮公式的な対⼈的交流を超えた領域へ

と研究の範囲を広げている。そしてこのことは、⺟国メディアが、ディアスポラのコミュニケーショ

ンに対してイデオロギーや権⼒、さらには世論による圧⼒や規制を実質的に⾏使しているという意味

での⺟国メディアの「実体的領⼟説」に繋がるもので、メディアの地理学に対する貢献としても特筆

すべきものがある。さらに、コンテンツの拡散から付加的に得られる通信販売などによる収益獲得に
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までメディア利⽤の動機や影響を広げ、⾮表象的なメディア研究へ向かう⽅向性を⽰していることも

本論⽂の新規性を⾼めている。 

 第⼆の評価点は、本論⽂が結論のところで提⽰している「場所の併存」という概念の意義について

である。とりわけ中国の⺟国メディアにおいては、メディア上の「領⼟」としての「⺟国」が⽀配的

な枠組みとして強固に構築されており、それが在⽇中国⼈ディアスポラのメディア利⽤のあり⽅を強

く規定していることが、本論⽂における実証分析から明確に⽰唆されている。しかしそれと同時に、

在⽇中国⼈ディアスポラの⾏為主体性が遂⾏されていく権⼒関係のダイナミクスが、「場所の併存」

という視座によって分析可能となっており、メディアにおける⾃⼰呈⽰のあり⽅が、彼ら⾃⾝のアイ

デンティティ編成のあり⽅に影響を及ぼしていることも本論⽂の実証研究から読み取れる。そういう

意味で、この「場所の併存」概念は、メディア研究と、移⺠・ディアスポラ研究を理論的に結びつけ

る重要な問題提起であると評価できる。 

 第三に評価できる点は、従来の研究において均質的な集団として捉えられがちだったメディア利⽤

者としてのディアスポラを、社会階層の視点から多様性と異質性を内包している集団として捉え直し、

埋もれていた周縁化の問題を掘り起こしたことである。IT技術者と技能実習⽣という、教育、所得、

外国語能⼒、在留資格、社会的処遇など様々な側⾯において格差の存在する２つの集団を⽐較するこ

とで、⺟国メディアを含む様々なメディア利⽤の動機や⾏動が、そしてメディア上において働く公式、

⾮公式の「⼒」が、社会階層という要因によって媒介されることを本論⽂は⼒強く、説得的に⽰して

いる。 

 第四に本論⽂は、膨⼤な先⾏研究を丹念にレビューし、メディア地理学、社会学、メディア・オー

ディエンス研究におけるいくつもの理論やアプローチを創造的に組み合わせ、独⾃の分析枠組みを構

築していく過程を意欲的に記述しており、第⼀の評価点と合わせ、著者の研究者としての⾼い開拓⼒

を期待させている。根幹となるメディア地理学理論の前提や説明範囲を押さえつつ、それとは異なる

分野において提唱された様々な理論を、分析対象のより具体的な予測や解釈に補完的に接続しようと

する試みは、必ずしも論理的整合性が⼗分に吟味されているとはいえないまでも、著者の果敢な学術

的進取性を伺わせる。 

 ⼀⽅で本論⽂に対しては、公開審査会において、以下のような問題点が指摘された。 

 本論⽂における関連理論および先⾏研究のレビューは、極めて⾼い⽔準にあると評価できるが、⼀

⽅で、「デジタル・ディアスポラ」論についてはほとんど触れられていない。SNS時代の新たな現象

を捉えるという本論⽂の学術的意義を明確化する上でも、デジタル・ディアスポラに関する研究の系

譜を整理する必要があったのではないか。 

 ディアスポラのメディア利⽤を「消費型」と「⽣産型」に分類する枠組みには、⼀定の有⽤性が認

められるが、SNS上のコミュニケーションには、閲覧や投稿以外にも、様々な関与の仕⽅が存在し、
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それらの組み合わせはコミュニケーション過程において連続的に変化する。本論⽂が採⽤した⼆分法

では、このような関与の複雑性や流動的な過程を単純化してしまう懸念がある。 

 また、本研究のさらなる展開として、今後検討していくことが望まれることについて以下の点が指

摘された。 

ディアスポラの情報環境には、コミュニティ内のオピニオンリーダー的な⽴場の⼈やジャーナリス

トなど、多様な情報／メディアアクターが関与しており、⺟国およびホスト社会に対する理解や認識、

世論の形成などにも⼀定の影響を与えていると推察される。特に、特定の世代や分野においては、こ

うしたアクターの影響⼒は依然として保持されている可能性がある。こうしたアクターの役割や機能

はどのように変容し、その影響⼒はどのように評価されるべきかについても今後検討する必要がある。 

 在⽇中国⼈ディアスポラのメディア利⽤のあり⽅は、その⼈たちの⽇本社会への移住や定着の過程

とも関連していると予想される。本論⽂においては、調査時点での⽇本における社会階層的位置づけ

の違いが⼀つの説明変数として強調されているが、それ以外にもジェンダー役割・規範、⽇本におけ

る居住年数の⻑さ、⽇本語習得の程度、職場や学校・地域社会・趣味的コミュニティなどへの参加の

度合い、⽇本における家族形成やライフステージの変遷、世代間葛藤、家庭内における⺟国⽂化の継

承、ホスト社会への⽂化的同化やアイデンティティの変容といった数多くの要因を、今後の研究にお

いて考慮していくことが望まれる。 

 中国⼈ディアスポラの⺟国メディアとの関わりは、在住している国・地域によって異なっていると

予想されるが、⽇本在住の中国⼈ディアスポラと、他の先進諸国、あるいは他のアジア・アフリカ諸

国における中国⼈ディアスポラでは、⺟国メディアとの関わり⽅にどのような違いがあり、その違い

はどのような要因によって規定され得るのか。 

 ホスト社会のメディア環境は、ディアスポラによる⺟国メディア利⽤に影響を与えていると考えら

れる。⽇本に居住する中国⼈ディアスポラにとって、⽇本のメディアを利⽤する必要性が相対的に低

下している背景には、現実共有的なメディア利⽤が成⽴しにくくなっているという⽇本のメディア環

境の変化とも関係している可能性があるのではないか。 

 ⽣産型のメディア利⽤には、プラットフォームの収益システムがその利⽤⾏動に影響を及ぼしてい

る可能性が⾼い。中国在住者や中国系ディアスポラの視聴者が「中国に好意的な内容」を求める場合、

そうした志向に沿ったコンテンツがアルゴリズムによって選択・強化される可能性があり、それがコ

ンテンツ⽣産により反映されやすくなるだろう。「アテンション・エコノミー」の⼒学を踏まえた分

析がより強調されるべきではなかったか。 

 著者は、事前に伝えられたこれらのコメントに対し、⼀つ⼀つ丁寧に答弁を⽤意し、本論⽂におけ

る研究成果の価値や意義を⼗分にアピールしつつ、今後の取り組みへの抱負を語った。 
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Ⅳ 審査の結果 

 上記のような問題点や今後の研究において取り組むべき課題は多く残されているものの、これらの

多くはむしろ、著者の本論⽂における成果によって新たに開かれた⽅向性への、さらなる展開を期待

しての提⾔に近いものであり、本論⽂の達成⽔準や学術的な意義に対する評価を損ねるものではない。

よって、審査員⼀同は、本論⽂が、博⼠（社会学）学位の授与に⼗分に値するものと判断する。 

 


